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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】新規かつ独自の形状を為していて、機能的有効
性を十分に向上させるよう設計された香料拡散器を提供
する。
【解決手段】香料拡散本体２を保持する支持部１を備え
る車両用香料拡散器。支持部１はスリット４と、車両の
支持構造部へ連結するための関節タイプの背面取付部５
とを備えた大略円形のベース３と当該ベース３に接続さ
れていて、ベース３の前方へと湾曲して、開いた受入部
７を形成するフロントアーム６とを備える。香料拡散本
体２は、平坦で円筒状のケーシング８から構成されてい
て、当該ケーシング８は、その外周部が突出するように
して、受入部７にセットされるとともに、同軸状かつ回
転可能にベース３に接続されている。ケーシング８は、
香料液を浸透させた親水性材料を収容するとともに、支
持部１のベース３に形成された上記スリット４と対向す
る背面スリット９を有する。
【選択図】図６
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　香料拡散本体（２）を保持する支持部（１）を備える車両用香料拡散器であって、

　上記支持部（１）は、
　スリット（４）と、車両の支持構造部へ連結するための関節タイプの背面取付部（５）
とを備えた大略円形のベース（３）と、
　当該ベース（３）に接続されていて、ベース（３）の前方へと湾曲して、開いた受入部
（７）を形成するフロントアーム（６）と、を備え、

　上記香料拡散本体（２）は、
　平坦で円筒状のケーシング（８）から構成されていて、当該ケーシング（８）は、その
外周部が突出するようにして、受入部（７）にセットされるとともに、同軸状かつ回転可
能にベース（３）に接続されており、
　当該ケーシング（８）は、香料液を浸透させた親水性材料を収容するとともに、支持部
（１）のベース（３）に形成された上記スリット（４）と対向する背面スリット（９）を
有していることを特徴とする、車両用香料拡散器。
【請求項２】
　上記フロントアーム（６）は、大略Ｊ字状の構造を為していることを特徴とする、請求
項１記載の車両用香料拡散器。
【請求項３】
　上記スリット（４）および背面スリット（９）は、スポーク状に配列されていることを
特徴とする、請求項１または２記載の車両用香料拡散器。
【請求項４】
　スポーク状に配列された上記各スリット（４、９）は、それぞれ、ベース（３）および
ケーシング（８）の外周から中心へと向かって先細りになるテーパ状であることを特徴と
する、請求項３記載の車両用香料拡散器。
【請求項５】
　上記親水性材料は、体積一定の吸水性材料であることを特徴とする、請求項１～４のい
ずれか１つに記載の車両用香料拡散器。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、車両に使用する香料拡散器であって、香料拡散本体を保持する支持部を備え
るタイプのものに関する。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００２】
　本考案の香料拡散器は、新規かつ独自の形状を為していて、従来の香料拡散器と比較し
て、機能的有効性を十分に向上させるよう設計されている。
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本考案の車両用香料拡散器は、基本的に以下の点に特徴を有する。
【０００４】
　上記支持部は、
　スリットと、車両の支持構造部へ連結するための関節タイプの背面取付部とを備えた大
略円形のベースと、
　当該ベースに接続されていて、ベースの前方へと湾曲して、開いた受入部を形成するフ
ロントアームと、を備える。
【０００５】
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　上記香料拡散本体は、
　平坦で円筒状のケーシングから構成されていて、当該ケーシングは、その外周部が突出
するようにして、受入部にセットされるとともに、同軸状かつ回転可能にベースに接続さ
れている。当該ケーシングは、香料液を浸透させた親水性材料を収容するとともに、支持
部のベースに形成された上記スリットと対向する背面スリットを有している。
【考案の効果】
【０００６】
　上記構成を有するが故に、支持部に設けた関節タイプの背面取付部を介して、車両の支
持構造部へ連結された本考案の香料拡散器によれば、支持部に対して香料拡散本体を単に
回転させて、香料拡散本体のスリットとベースのスリットとを互いに一致させたり、徐々
にオーバーラップ量を大きくしたり、小さくしたりするだけで、拡散する香料の量を有効
に変更することができる。
【０００７】
　本考案の好ましい実施形態においては、上記フロントアームは、大略Ｊ字状の構造を為
している。また、上記スリットおよび背面スリットは、スポーク状に配列されていて、外
周から中心へと向かって先細りになるテーパ状であることが好都合である。
【０００８】
　香料拡散本体に収容される親水性材料は、体積一定の吸水性材料であることが好都合で
ある。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本考案の香料拡散器を示す前方斜視図。
【図２】図１の香料拡散器の後方斜視図。
【図３】図１の香料拡散器の上面図。
【図４】図１の香料拡散器の正面図。
【図５】図１の香料拡散器の前方分解斜視図。
【図６】図１の香料拡散器の後方分解斜視図。
【考案を実施するための形態】
【００１０】
　添付の図面を参照して、本考案の実施形態を詳細に説明する。実施形態は、限定を意図
しない、純粋な例示である。
【００１１】
　図面に示したように、本考案の香料拡散器は、全体を参照数字１で示した支持部と、香
料拡散本体２とを含んでいる。
【００１２】
　支持部１は、大略円形のベース３で構成される。ベース３には、外周から中心へと向か
って先細りになるテーパ状のスリット４が、スポーク状に配列されている。さらに、ベー
ス３には、車両の支持構造部へ連結するための関節タイプの背面取付部５が設けられてい
る。
【００１３】
　支持部１は、さらに、ベース３に接続されたフロントアーム６を備える。フロントアー
ム６は、ベース３の前方へと湾曲して大略Ｊ字状の構造を為し、それにより、開いた受入
部７を形成している。
【００１４】
　香料拡散本体２は、平坦で円筒状のケーシング８から構成されていて、その外周部が突
出するようにして、受入部７にセットされている。そして、同軸状かつ回転可能に、支持
部１のベース３に接続されている。ケーシング８は、背面スリット９を有している。これ
らの背面スリット９は、支持部１のベース３に形成されたスリット４と同様のものであっ
て、それらスリット４と対向している。ケーシング８は、香料液を浸透させた親水性材料
を収容している。この親水性材料は、体積一定の吸水性材料であることが好都合である。
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【００１５】
　以上の説明から明らかなように、使用時には、支持部１に対して香料拡散本体２を回転
させることで、スリット９とスリット４の相対位置を変更させて、これにより、車内空間
に向かって香料液が流れる流路を、選択的に大きく、または小さくすることができる。
【００１６】
　当然のことながら、図示および説明をした内容に関して、実用新案登録請求の範囲で特
定される本考案の範囲から逸脱すること無しに、構造および具体構成の詳細を広く変更す
ることができる。したがって、例えば、フロントアーム６の表面特性および材料を大きく
変更することが可能であり、香料拡散器の全体的な外観を向上させることも可能である。
【符号の説明】
【００１７】
１　支持部
２　香料拡散本体
３　ベース
４　スリット
５　背面取付部
６　フロントアーム
７　受入部
８　ケーシング
９　背面スリット

【図１】
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【図２】
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【図３】
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【図４】
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【図５】
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【図６】
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